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実験室とは異なり、野外では
環境が激しく、複合的に変動する

実験室環境

野外環境

気
温

気
温

激しく、複合的に変動する環境に
生物はどのように応答しているのだろうか？
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トランスクリプトームを
測定すべき理由

高い定量性・網羅性

生物のあらゆる内部状態を
直接的・間接的に反映
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トランスクリプトームデータと
気象データを統合する

オミクスデータ
(~500 microarrays) 気象データ（気象庁）

数理モデル

データの縮約・解釈
データベース化

シミュレーション（予測）

統計モデリング

Gene C: b2=3, b3=3, ph=12.5 hr, th=20.4℃, ・・・Gene B: b2=3, b3=3, ph=12.5 hr, th=20.4℃, ・・・Gene A: b2=3, b3=3, ph=12.5 hr, th=20.4℃, ・・・

体内時計、日齢、
環境条件、etc.

Nagano et al., (2012) Cell



これまでに数千サンプル規模の
野外トランスクリプトーム研究を行ってきた

Nagano et al., 
(2012) Cell

Nagano et al., 
(2019) 
Nature Plants

イネ（日本晴）
500検体
マイクロアレイ

ハクサンハタザオ
（自然個体群）
1100検体
RNA-Seq

イネ（CSSL、BIL）
7000検体
RNA-Seq

気象-発現
モデル

気象-発現-系統
モデル年周変動と

適応

さきがけ、CREST（永野）
Kashima et al., bioRxiv
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お世話になっているDBを思い出す・・

MeteoCrop DB

NBDCと関係ありそうなものが
すごく少ない気がする・・・なぜ？
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NBDC＝バイオサイエンスデータベースセンター
≠ 生物学のデータベースセンター？

分子生物学だけ？ ヒトだけ？

生物学ってもっとひろがりがあるものでは？

生物多様性（GBIF etc.）、生態（ILTER etc.）、などなど
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生物学の外のデータともっとつながる？

地理

気象

流通

農業

ツイート、検索

古典資料

ほかにもいろいろ

意外な組み合わせで
面白い発見ができないだろうか？

多様なデータ

青野靖之 (2017) 生物と気象

黒点数

3月の気温
ヤマザクラ開花日

ACT-Xのような形で
育てられたらいいかも
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